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研究成果の概要（和文）：目的：神経性やせ症患者(AN: Anorexia nervosa)の心肺運動能力をCPX
（cardiopulmonary exercise　training)によるAT（anaerobic threshold）値で評価した。結果：AN15名（ 
BMI15.7±1.7）健常者15名（年齢 BMI 19.7±1.8）のAT値は、それぞれ10.1±1.66、15.2±2.97 ml/kg/minであ
った。ANは健常者に比して有意にAT値が低下していた.
ATを 年齢、体重、BMI、体表面積,運動の既往などを 独立変数とする重回帰分析を行ったが、ATをCPX測定以外
で推定できる因子は認められなかった。

研究成果の概要（英文）：OBJECTIVE: Cardiopulmonary exercise capacity in patients with anorexia 
nervosa (AN) was assessed by cardiopulmonary exercise training (CPX) using anaerobic threshold (AT) 
values. 
RESULTS: The AT values of 15 AN (BMI 15.7 ± 1.7) and 15 healthy subjects (age BMI 19.7 ± 1.8) were
 10.1 ± 1.66 and 15.2 ± 2.97 ml/kg/min, respectively The AN had significantly lower AT values 
compared to healthy subjects. Furthermore, multiple regression analysis of AT with age, weight, BMI,
 body surface area and history of exercise as independent variables was performed, but no factors 
other than CPX measurements could be used to estimate AT.

研究分野：心身医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ANはやせが要因の致死的疾患である。一方、その病態より、過活動になることも多い。客観的な指標で運動能力
の指標を提示することは、患者のみならず治療者にとっても重要である。心肺運動能力をCPX（cardiopulmonary
 exercise　training)で測定した。予想とおりANの心肺能力は低下していた。BMI16前後の患者では、運動は平
地歩行、ヨーガ、モップによる掃除に留めることが望ましい。すべての患者にCPXを施行するこはできないた
め、BMIや罹病期間などの因子で心肺能力を推定する研究も行ったが、本研究ではそれは明らかにはできなかっ
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ−１９、Ｆ−１９−１、Ｚ−１９（共通） 
１．研究開始当初の背景  

神経性やせ症（AN）は、栄養失調を特徴とする重篤な精神疾患である。併存
する精神疾患の有病率が⾼く、治療に対する抵抗性が顕著であり、⾝体的合併
症による死亡リスクが⾼い。 

ANには適切な栄養療法と⾝体活動の管理の両⽅が必要である。AN患者に対
する栄養療法の重要性はよく知られている。⼀⽅、摂⾷障害の治療ガイドライ
ンには、安全な⾝体活動レベルに関して、AN患者特有の運動⽣理学的特徴に基
づく運動強度の基準は含まれていない。ANの治療における運動に関するガイド
ラインの系統的レビューや推奨案も、運動⽣理学に関してエビデンスに基づく
ものではない。 

⼼肺運動負荷試験（CPX）は、運動強度に応じた⽣体反応に関する情報を提
供することができる。我々は，AN 患者に対して CPX を適⽤し，運動耐容能の
評価を⾏った．CPX で得られたパラメータのうち、運動耐容能の指標として嫌
気性閾値（AT）を⽤いた。AT は有酸素運動強度の上限値であり、AT 以下の
値は乳酸の蓄積やアシドーシスがなく運動が可能であることを⽰す。したがっ
て、   

AT は運動耐容能の指標として有⽤であり、AT 以下の運動強度、すなわち有
酸素性代謝の状態であれば安全であると考えられる。  

CPX は、運動負荷中に AT に到達した場合、AT と代謝当量（AT-METS）の
データを提供することができる。METS は、安静時の⾝体活動消費量に対する
⾝体活動強度を表す単位である。METS は、患者が安全に⾏える⾝体活動を処
⽅するために臨床的に使⽤される。AT-METS は AT に到達したときの MET
であり、この値を超える活動は嫌気性代謝を⽰す。 
 

２．研究の⽬的 
本研究の⽬的は、CPX を⽤いて、HC と⽐較した AN 患者の運動耐容能を評

価することである。 
 

３．研究の⽅法 
参加者は、AN 患者 14 名と健常対照者（HC）14 名。参加者は全員⼥性であ

った。患者は、2015 年 3 ⽉から 2019 年 1 ⽉の間に九州⼤学病院に⼊院してい
た。HC として、基礎疾患のない健康な成⼈⼥性を募集した。参加者は全員、検
査担当者から CPX の⽬的および合併症の可能性について説明を受けた。 

本研究は、九州⼤学倫理委員会の承認を得ている（倫理承認番号；26-191、
2014 年 10 ⽉ 21 ⽇。）参加者全員が、本研究に参加する前に、書⾯によるインフ



ォームドコンセントを⾏った。  
年齢、罹病期間（年）、肥満度（BMI）（kg/m2 ）、過去の最低 BMI（kg/m2 ）、

過去の BMI <15（kg/m2 ）の期間（年）、運動歴は医療記録から抽出された。運

動歴は、過去 2 年以上、部活や運動部などで運動する習慣があるものと定義した。 

４．研究成果 
(1) 本研究では、AN 患者の運動耐容能は HC よりも低かった。年齢、過去

の最低 BMI、BMI15 未満の期間、運動歴は、我々の AN 患者の AT の低下に寄
与する説明的要因ではなかった。 
（2）我々の AN 患者の AT-METS は 2.9±0.52 であった。2.8 メッツの⾝体活
動は、⼦供と遊んだり、動物の世話をしたりすることに相当する。さらに、3.0
メッツは通常の歩⾏や室内清掃のような活動を意味する。この研究の HC の
AT-METS は、4.4±0.91 であった。4.0 メッツの⾝体活動は、ジョギングや⾃
転⾞に乗るような活動 に相当する。最後に、4.5 メッツは、苗⽊の植え付けや
庭の草むしりなどの活動に相当する。 
（3）結論として，AN 患者の運動耐容能は HC より低かった．AN-AT は年齢、
BMI、過去の最低 BMI、BMI＜15 の期間、運動歴には影響されなかった。AN
患者には軽強度の有酸素運動を処⽅すべきであり、今回の知⾒は AN 患者の今
後の⾝体管理ガイドラインの作成に役⽴つと考えられる。 
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